
53,173 　人　（対前年1230人減）
竹 田 市 19,929 人　（△2.47％減）

豊 後 大 野 市 33,244 人 （△1.98％減）

22,549 　世帯　（対前年291世帯減）
竹 田 市 8,610 世帯

豊 後 大 野 市 13,939 世帯

46.1 ％　（対前年1.3％増）
竹 田 市 48.9 ％

豊 後 大 野 市 44.5 ％

大 分 県 33.1 ％

(1) 人口

　①人口の推移

　②年齢３区分別人口割合の推移

１ 管内の概要

資料：大分県統計調査課「推計人口」（令和2年10月1日現在）

人口

世帯数

高齢化

資料：1980年～2015年 総務省統計局「国勢調査」
2025年～2045年 国立社会保障・人口問題研究所「日本の市区町村別将来推計人口」 平成30年3月推計

【作成元】 ２０２１年４月

大分県豊肥保健所
〒８７９－７１３１ 大分県豊後大野市三重町市場９３４番地２

TEL：０９７４－２２－０１６２／FAX ０９７４－２２－７５８０
ｅ－ｍａｉl：a12086＠pref.oita.lg.jp
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人口は年々減少しており、今後も減少すると予想されています。
令和元年の人口減少率は、竹田市が2.47％ 減(県内３位)、
豊後大野市は1.98％減（県内６位）でした。

また、豊肥地域は県内でも高齢化率の高い地域であり、
令和元年の高齢化率は、
竹田市48.9%（県内２位)
豊後大野市44.5％（県内5位）でした。

15歳～64歳の世代は年々減っており、
高齢者を地域全体で支える仕組みづくりが必要と
なっています。

推計値
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２　人口動態

　（１）出生と死亡の状況

出生数
（実数）

出生率
（人口千対）

（再掲）
出生数
2,500g
未満

合計特殊
出生率※

死亡数
（実数）

死亡率
（人口千対）

7,624 6.8 767 1.57 14,614 13.0

88 4.3 6 1.49 428 21.1

164 4.9 13 1.49 628 18.6

　（２）出生数と合計特殊出生率の推移

亡くなる人【死亡】

大分県

竹田市

豊後大野市

令和元年

生まれる赤ちゃん【出生】

資料：厚生労働省「人口動態統計」
各市の合計特殊出生率は県福祉保健企画課調べ（平成27年～令和元年の平均値）

合計特殊出生率は、１人の女性が一生の間に生む子どもの数をあらわす指標で、
人口を維持するためには2.07以上が必要と言われています。

管内の合計特殊出生率は県よりも概ね高い値で推移していましたが、平成25年頃から県と同等の値で推移しています。
令和元年の合計特殊出生率は、竹田市、豊後大野市ともに1.49（県内15位）であり、
近年横ばいの状況が続いています。
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出生数をみると、竹田市は前年に比べ増加、豊後大野市は前年に比べて減少しています。
竹田市、豊後大野市ともに、県に比べ、人口千人あたりの出生率が低く、死亡率が高くなっています。
また、死亡数が出生数を上回り、自然減の状況が続いています。



　（３）主要死因別死亡数・死亡率（人口10万対）

大分県

率 実数 率 実数 率

1301.3 428 2114.6 628 1860.6

326.4 108 533.6 132 391.1

191.1 47 232.2 91 269.6

105.6 36 177.9 54 160.0

94.9 31 153.2 32 94.8

30.5 11 54.3 10 29.6
107.9 45 222.3 92 272.6

41.6 18 88.9 21 62.2

19.9 3 14.8 9 26.7

15.1 4 19.8 6 17.8

  （４）主要死因別死亡割合（令和元年）

主要死因別死亡率（人口10万対）　上位５疾患
竹田市 １位 ２位 ３位 ４位 ５位

令和元年 悪性新生物 心疾患 老衰 脳血管疾患 肺炎
平成30年 悪性新生物 心疾患 脳血管疾患 肺炎(同率3位) 老衰
平成29年 悪性新生物 肺炎 心疾患 老衰 脳血管疾患
平成28年 悪性新生物 肺炎 心疾患 脳血管疾患 不慮の事故

豊後大野市 １位 ２位 ３位 ４位 ５位
令和元年 悪性新生物 老衰 心疾患 脳血管疾患 肺炎
平成30年 悪性新生物 心疾患 老衰 肺炎 脳血管疾患
平成29年 悪性新生物 心疾患 老衰 肺炎 脳血管疾患
平成28年 悪性新生物 心疾患 老衰 肺炎 脳血管疾患

注）表中の　　 　の部分は生活習慣病に起因するとされる疾患です。

（５）標準化死亡比（SMR)

　注）＊は5％の危険率、**は1％の危険率で有意に期待死亡率と差がある。
資料：厚生労働省「人口動態調査」の調査票情報を利用し大分県健康指標計算システムで集計（H27～R元年平均）
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資料：厚生労働省「人口動態統計」
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色塗り

管内の死因別死亡数をみると、両市とも1位は悪性新生物となっています。竹田市では第2位に心疾患、第3位に老衰、
豊後大野市では第2位に老衰、第3位に心疾患となっています。
全国的には、悪性新生物、心疾患、老衰、脳血管疾患、肺炎の順で多くなっています。（令和元年人口動態統計）

死亡率は年齢構成によって大きな違いがあることから、地域毎に比較する場合は、年齢構成の差を取り除いた
「標準化死亡比（SMR）」を用います。全国を100として、100より大きい時は、全国より高い（多い）ということになります。
竹田市では男女の肺炎及び不慮の事故、自殺、豊後大野市では男女の老衰、不慮の事故が高くなっています。
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３ 平均寿命とお達者年齢

（１）管内各市の平均寿命とお達者年齢

（２）お達者年齢 市町村ランキング

～平均寿命と健康寿命について～
「平均寿命」は、０歳の子どもが何年生きられるかを示したものであり、国が５年毎に都道府県の数値を公表しています。
市町村の平均寿命も５年毎に国が算出していますが、大分県では独自に算出（※１）し、毎年公表（※２）しています。

健康で過ごせる期間を示す「健康寿命」は、国民生活基礎調査の結果を基に、
国が「健康上の問題で日常生活に制限のない期間」を算出したもので、３年に１回全国値と都道府県の値が公表されます。
平均寿命と健康寿命の差をできるだけ短くすることで、健康に寿命を全うすることができます。

なお、市町村は人口規模が小さく、国と同様の調査による「健康寿命」の算出は困難なため、類する指標として、
大分県が「お達者年齢」（※３）を毎年公表（※２）しています。

※１ 「毎月流動人口調査報告」等から算出
※２ 人口規模が小さく単年度では精度が低くなるため、５年間平均値を使用
※３ 「要介護２以上に認定を受けていない方」を健康として定義

資料：厚生労働省「人口動態調査」の調査票情報を利用し大分県健康指標計算システムで集計 （H27～R元年平均）

↔平均寿命とお達者年齢の差

平均寿命 87.39 

平均寿命 87.50 
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管内のお達者年齢は、竹田市は男女ともに県平均に比べて高くなっています。豊後大野市は男女ともに県平均に比べて
低くなっています。平均寿命とお達者年齢の差をみると、管内では男性が１～２年、女性が２～3年です。

健康寿命を延ばすためには、若い頃からの健康的な生活習慣と、高齢者の介護予防が重要です。
「健康寿命日本一」を目指し、健康増進に取組みましょう！
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